
教材活用史料詳細カード 44 

史料名 知事事務引継書 （土木部河川課 尾瀬原の開発について） 

請求番号    A0182A00       文書番号 4 2/2 
年 代 

（作成年） 
昭和 23 年(1948 年) 

文書群名 

（作成部名） 
   総務部秘書課 資料形態 簿冊 

学習指導要領との関連（参考） 

中学校社会科地理的分野 内容 C 日本の様々な地域（3）・（4） 

      歴史的分野 内容 C 近現代の日本と世界 (2) 

高等学校地歴科 地理総合 C―(2)  歴史総合 C－(4) 

資料の概要 

北野前知事より藤枝知事代理へ作「市街化計画図」られた知事事務引き継ぎ書である。それ

ぞれの課で引継書を作成してるが、そこには土木部河川課のものもある。その中の「尾瀬原の

開発について」と題された部分を抜き取ったものである。内容は、尾瀬原の豊富な水を利根川

へ導き、発電や工業用水、水道に利用すること、尾瀬源流出口に堤を作れば中禅寺湖に匹敵す

る一大貯水池になること、福島県や新潟県は只見川や魚野川に発電所を作って利用するため

に反対していること、厚生省、文部省は観光上、学術上の点から反対していることなどが書か

れている。戦後復興に向けて首都圏での電力増強や、食糧増産、災害防除などの観点から尾瀬

からの導水が必要という考えの中で、尾瀬という自然の宝庫を開発すべきなのか守るべきな

のかを考えさせる史料である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


